
多様なニーズに対応する予測情報検討WG報告書等を踏まえた
今後の防災科研の取り組みについて

国立研究開発法人防災科学技術研究所
地震津波火山ネットワークセンター

第14回長周期地震動に関する情報検討会
日時：平成31年３月12日（火）10:00～12:00
場所：気象庁講堂
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H31年度以降の実証実験実施体制イメージ

「多様なニーズに対応する予測情報検討ワーキンググループ」（～H31.3）

C社A社 B大学
予測・観測情報
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一般ユーザー

共同実施協定書

覚書 覚書 覚書

利用規約

長周期地震動モニタ

実証実験

「長周期地震動に関する情報の伝達
及び利活用検討委員会」（H31.4～）

民間企業・研究機関・気象庁と長周期地震動に関する情報提供や
利活用の在り方を検討

報告

A社 B大学 D社・・・ 予報事業者等
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予測情報のカテゴリーと今後の防災科研の取り組み

地域に対して広く警戒注意を呼びかける
予測情報（気象庁が発表）

カテゴリー１

カテゴリー３

リアルタイムの観測データを
利用した予測情報（確度：高）

地震発生

ビル管理者
エレベータ
管理者

～２０１８年度

気象業務法に規定される予報業務
を防災科研が担い、気象庁・民間
企業等と連携した実証実験を実施

建設会社

様々なユーザーによる利活用

予測情報 フィード
バック

２０１９年度～
予測手法やアルゴリズムに

関する研究開発

カ
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リ
ー
３

カ
テ
ゴ
リ
ー
２

カ
テ
ゴ
リ
ー
１

気象庁による情報配信の実装に
向けた技術支援・データ提供

社会実装に向けた
仕組みづくりや利活用

多様なニーズに対応
する予測情報検討WG

Dhakal et al. 
[2015]による
予測手法の高
度化

・実証実験での情報配信

・予測手法のさらなる実装
に向けた民間の予報事
業者等との連携

・揺れから揺れの予測手法を
長周期地震動に拡張

・MOWLASによるリアルタイム
の連続データが必要不可欠

これまでにな
い新しい情
報の利活用
方法模索

覚書を締結した計12機関に配信

利用者のニーズに応じた地点や高層
ビル各階の予測情報（猶予時間：大）

カテゴリー２

「長周期地震動に関する情報の伝達及び

利活用検討委員会」を防災科研に設置

今後の研究開発の主な舞台

「多様なニーズに対応する予測情報検討WG」で整理された予測情報の3つのカテゴリーのうち、カテゴ
リー2の予測手法の高度化を行うとともに社会実装に向けた実証実験を気象庁等と連携し継続する。また、
リアルタイムの観測データを利用した予測情報であるカテゴリー3について、MOWLAS等の観測データを
活用しながら、予測技術の開発を行う。
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